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ＣＳＦ（豚コレラ）について 

国のＣＳＦ防疫指針が改正となり、豚へのワクチン接種が始まりました。 

 

ＣＳＦ（豚コレラ）、ＡＳＦ（アフリカ豚コレラ）、 

ＰＥＤ対策の再徹底をお願いします！！ 

○ワクチン接種する地域は、いのししの CSF 感染が確認されているなど、 

豚への感染リスクが高い地域が対象となります。 

○接種豚には英字の「Ｖ」を背中に記して標識します。 

○初回は、原則として哺乳豚を除く全頭に接種します。 

○ワクチン接種区域内で接種対象外となるのは、試験・研究目的の豚を 

飼育する高度なバイオセキュリティを有する施設に限られます。 

裏面へ 

ＡＳＦ（アフリカ豚コレラ）について 

野生動物侵入防止のための防護柵設置を呼びかけています。 

○今年度に限り、防護柵設置の補助事業があります。国が２分の１、県が 

６分の１を補助します。さらに市町村にも補助をお願いしています。 

○まだ追加で申込み可能ですので、検討をお願いします。（１月上旬頃まで） 

○農場全周を柵で囲うのが困難な箇所は、畜舎外壁どうしを柵でつなぎ、 

全周設置とみなすことができます。 

○降雪時に取り外せる柵を設置したい場合は、要相談となります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
つがる家畜保健衛生所（平日８：３０～１７：１５）０１７３－４２－２２７６ 

緊急用携帯（平日１７：１５以降、土日祝日） ０９０－８７８８―７４５９ 

飼養している豚に異常が見られたら、すぐ連絡を！ 

ＰＥＤ（豚流行性下痢）について 

ＰＥＤの発生が継続しています。防疫対策の再徹底をお願いします。 

○８月以降、全国で３６農場での発生が確認されています。 

○全国のワクチン接種率はこれまで６割で推移していましたが、直近では 

４割を切っており、免疫低下が拡大の一因と考えられます。 

○冬季に発生が増加しますので、飼養衛生管理の再徹底をお願いします。 

先日、下のシールを生産者の皆様にお送りしました。 

このシールを豚舎に貼って、衛生管理を毎日点検しましょう！ 


